「新型インフルエンザ」流言の研究 : 来るべき「パンデミック」への対策 by 李 敏 & リ ミン
1はじめに



































































i 　 全国の SARS 患者は万人に上った（4月深圳）。
j  　SARS はひどく店の食品と医療や医療薬品は売り切れになった。
k　北京市が封鎖され、食糧が入手できなくなる。


























































　2002 年 12 月～ 2003 年 1 月の間、SARS が珠江三角洲での伝播と蔓延とと
もに、SARS の様々な流言は広東省の河源、中山、東莞などに現れた。しかし、
大規模の流言や強烈な社会的パニックは 2003 年お正月後の広州にあった。2































SARS 伝播の前期で、ほぼすべてのメディアが SARS について語らなかった。
2002 年の 11 月から SARS は広州周辺の町で流行っていたが、主流メディアは






































実さの程度を示す“あいまいさ（ambiguity, uncertain）”（Allport & Postman, 
1974；南訳，1952）, 内容がどの程度信用できるかを示す“信用度（conﬁ dence, 
credulity）”（Jaeger,Anthony, & Rosnow, 1980）, 内容がどの程度不安を喚起






　「うわさの基本公式」は、Allport & Postman によって定式化されたものと
して有名である。式は次のように示される。

































調査時期：2008 年 1 月 10 日
調査方法：「コミュニケーション講義　Ⅵ」受講者全員に調査票を配布、一斉
回収、所用時間約 15 分程度。57 票配布し 56 票有効回答 1票未回答であった。
調査項目：調査票には、次の教示が書かれており、自由記述で答えてもらった。
　「近年、未知の新型ウィルスが世界中で報告されています。エボ
ラ出血熱（Ebola hemorrhagic fever）や鳥インフルエンザ（Avian 
inﬂ uenza, bird ﬂ u）、重症急性呼吸器症候群（SARS）などです。こ
れらの新型ウィルスは強力で、さらに短期間のうちに世界中に拡散
することが危惧されています。例えば、SARS は中国で猛威をふる











































































　2008 年 10 月 30 日「マスコミュニケーション学研究ⅡB」、31 日「マスメディ
ア論」、「データ分析・コンピュータリテラシ」、「会計監査論」の授業で合計
263 部を配布して、259 部を回収できた。その中、無回答などの 9部を除外して、




おく。リスク（risk）の類似の用語に , ハザ一ド（hazard）, クライシス（crisis）,
ペリル（peril）などがある。ハザードとは ,National Research Council（1989）








































































2003 年に SARS 禍の猛威の見舞われた北京における一般市民・在留日本人の
心理的反応が参考となる。当時の北京では“SARS　5 つの P”に辿った（表

























成は SARS のときの流言を参考した）を聞いての信じる具合）　Q21 で「流言
表 - 1 　SARS　5 つの P
5 つの P 時期 内容
SARS
Phobia 3 月 20 日頃～ 公式情報と噂の乖離から不安・恐怖拡大
SARS
Panic 4 月 20 日頃～ 公式発表数字跳ね上がり雰囲気一変、恐慌状態
SARS
Paranoia 4 月下旬～
「事実でない噂 /風説 / 信念」ひとり歩きし訂正
不能
SARS
Politics 5 月下旬～ 援助や調査研究で来訪者増え政治的動きも
SARS




























　特性不安 : 特性不安尺度は新版 STAI（State-Trait Anxiety Inventory-Form 























　263 部を配布して、259 部を回収できた。回収率は約 98%である。性別は男
性 43%、女性 57%を占める。
　年齢を見てみると、19 歳は 48% を占める。20 歳は 29% を占める。21 歳は
18%を占める。22 歳は 5%を占める。
　学年を見ると、 1 年生は 54% を占める。2 年生は 24% を占める。3 年生は
20%を占める。4年生は 2%を占める。その他（大学院生など）は 0%を占める。
　所属を見ると、経済学部は 38%を占める。文芸学部は 48%を占める。法学
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未知性の得点は「全く分かっていない」を -3 点として、「どちらとも」を 0点
として、「よく分かっている」を 3点としている。



















































相関係数 0.118 -0.069 .125（*）
有意確率
（両側） 0.063 0.281 0.049
N 248 248 248
** は 1％水準、* は 5％水準で有意であることを示す。
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知識 Pearson の相関係数 -0.011 -0.183 0.142 -0.218
有意確率（両側） 0.866 0.004** 0.025* 0.001**
予防の知識 Pearson の相関係数 -0.064 -0.020 0.027 -0.012
有意確率（両側） 0.311 0.753 0.671 0.855
知識と予防
の合計点 Pearson の相関係数 0.042 -0.098 0.067 -0.125
有意確率（両側） 0.504 0.124 0.294 0.048*
N 250 250 250 250
** は 1％水準、* は 5％水準で有意であることを示す。
表 - 4 　新型インフルエンザに関する知識とリスク認知との相関分析結果
リスク認知得点
病気特徴の知識 Pearson の相関係数 0.195
有意確率 （両側） 0.002**
予防の知識 Pearson の相関係数 0.051
有意確率 （両側） 0.418
知識と予防の合計点 Pearson の相関係数 0.081
有意確率 （両側） 0.202
N 250































0.075 0.057 0.056 0.012 -0.039
有意確率 
（両側） 0.242 0.367 0.379 0.847 0.546
N 248 248 248 248 248
Ns










相関係数 0.007 -0.108 -0.08
有意確率 
（両側） 0.913 0.088（*） 0.209
N 247 248 247









表 - 7 　リスク・イメージそれぞれの項目と流言を話すこととの相関分析結果




相関係数 0.029 -0.055 0.009 0.035 .131（*） -0.059
有意確率
（両側） 0.649 0.391 0.888 0.583 0.039 0.355
N 248 248 247 248 248 248
** は 1％水準、* は 5％水準で有意であることを示す。







** は 1％水準、* は 5％水準で有意であることを示す。




相関係数 -.177（**） -0.007 .152（*）
有意確率 
（両側） 0.005 0.916 0.017
N 248 248 248
** は 1％水準、* は 5％水準で有意であることを示す。
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表 -10　批判的思考と流言を話すことによる一元配置分散分析結果
平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率
グループ間 26.42 25 1.057 1.415 0.098
グループ内 160.543 215 0.747
合計 186.963 240
表 -11　批判的思考それぞれの項目と流言を話すことによる一元配置分散分析結果
平方和 自由度 平均平方 F値 有意確率
Q22_1
グループ間 2.857 4 0.714 0.729 0.573
グループ内 238.203 243 0.98
合計 241.06 247
Q22_2
グループ間 6.062 4 1.516 1.631 0.167
グループ内 224.837 242 0.929
合計 230.899 246
Q22_3
グループ間 2.775 4 0.694 0.704 0.59
グループ内 236.425 240 0.985
合計 239.2 244
Q22_4
グループ間 5.571 4 1.393 1.286 0.276
グループ内 259.882 240 1.083
合計 265.453 244
Q22_5
グループ間 12.187 4 3.047 2.708 0.031
グループ内 271.163 241 1.125
合計 283.35 245
Q22_6
グループ間 5.932 4 1.483 1.455 0.217
グループ内 247.677 243 1.019
合計 253.609 247
Q22_7
グループ間 2.843 4 0.711 0.745 0.562
グループ内 231.992 243 0.955
合計 234.835 247
Q22_8
グループ間 4.774 4 1.193 1.085 0.364
























































14 世紀にヨーロッパで流行した黒死病（ペスト）、19 世紀から 20 世紀にかけて地域
を変えながら 7回の大流行を起こしたコレラ、1918 年から 1919 年にかけて全世界で





　急性呼吸窮迫症候群 （Acute respiratory distress syndrome,） とは、臨床的に重症
の状態の患者に突然起こる呼吸不全の一種である。特に発症前後の状態を急性肺傷害 
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